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　愛育病院で1989年4月から1990年2月に出生したU55名のうち・保健指導部を健康診査のため受診した乳児m23

名を対象とした．母親への問診により、各月齢での発達項目に関する受診児の達成割合を求め乳児の発達を評価し・

　　　　　ロ1970年前後に同部を受診した乳児の同様の調査と比較した。最近の乳児の発達は、約20年前のそれと比較してやや早

い傾向が認められ、これは乳児期の環境の変化による発達の差と考えられた。また1か月健診時に父親または祖父母

が同伴した場合、発逮はどのような傾向がみられるか分析した。同伴している場合のほうがドウーラ効果となるのか

ずって遣う6か月児、一人でつかまり立ちする7か月児、一人歩きするmか月児なと、乳児の発達はやや早めの項目

が多かった。また埠視しない2か月児など、気になる発達を生後6か月以前に示した乳児の発達の予測性を検討した

が、対照群と比較して有意差が認められる項目はなかった。

見出し語＝乳児の発達、発達の比較、発達の縦断研究、乳児健診、ドウーラ効果
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正　研究目的

　乳児の発達に関してはさまざまな研究、また検査法や

その標準化が行なわれているが、一方、その発達は乳児

を取り巻く環境の違いによって多少変化するといわれて

いる・最近の子どもの環境は、昔と比べてさまざまな面

で変化がみられ、それによる乳児の発達の変容の可能性

が考えられる。この調査では、最近の乳児の発達をその

ような視点よりとらえ直そうと試みた。

Il　対象

　②発達の月齢別年代別比較　四70年前後に同部を受診

した乳児の同様の調査（調査期間は夏960～良975年である

が、その約90％は1969～博75年出生児である。以下且970

年前後値と略す）羅・幻と比較した。

　③健診同伴者の有無別の発達比較　生後1か月前後の

健診時に父親が同伴した場合（1か月健診受診児田m名

中204名）、また、祖父母のうち誰かが同伴した場合（

LOm名中300名）1989年値はどのような傾向がみられる

か分析した。

　④発達の予測性　同部では生後9～10か月時に心理相

談を行なっている。生後6か月以前の田89年値とそれと

の関連を分析した。

　総合母子保健センター愛育病院で夏989年4月からB90

年2月に出生したU55名のうち、両親とも外国人（部名

）、極小未熟児（4名）、ダウン症候群児（1名）を除

き、同センター保健指導部を健康診査のため受診した乳

児1033名（男児530名、女児493名）を対象とした。こ

の対象児のうち生後1か月前後に健診を受診した乳児は

101D名（98．7％）、生後2～5か月の間に1回でも受診

した乳児は9m名（88．1％）、生後6～9か月問の受診

児は858名（83．9％〉、生後m～且2か月間の受診児は鴨3

名（74．6％）であった。

　対象児のうち1500～24＄9gで出生した低出生体璽児は

49名であり、そのうち9名は生後1か月時にNICU入院中

であった。この場合、1か月健診は未受診となり、生後

2か月以後に釆部していた。

　未来部児胡名のうち、約半数は近医受診により健診を

受けており、その他親が小児科医等のため未釆部7名、

重症疾患のため転院した児4名、転居1名、死亡2名で

あった（後述の報告参照）。

皿　方法

　最近の乳児の発達を以下のように評価し、以前の同様

の調査と比較した。また母親が育児するうえで誰が援助

者になりやすいかを知る一つの指標として、受診時の同

伴者の有無をみた。また乳児期前半の発達項目について

前方視的に何が発達上問題になりやすいか検討した。

　①発達の達成割合　母親への問診により、各月齢での

発達項目に関する受診児の逮成割合を求めて、乳児の発

達を評価した。各月齢での達成割合とは、例えぱ2か月

児の場合、生後2か月0日から2か月30日までの受診
時点で、ある発達項目ができていたかどうかの割合であ

る。以下博89卑値と略す。

w　結果

　1　発達の達成割合

　各月齢での受診児数と、主な1989年値を表に示す。表

中の発達項目は、主として違成割合が90％前後になった

月齢中に示す。

　2　発達の月齢別年代別比較

　主な正989年値の月齢別変化を以下に示す。1970年前後

値と比較して、カイニ乗検定により有意に達成割合が大

きかったものに、零（p（0．05．）、纏（p〈0，0D3纏（pく0，00n

をっけ、括弧内に皇9符年前後の達成割合を示す。

　r哺語をいう』乳児は2か月児で99．5％冨（97．5％）3

か月児99．3％、　r追視あり」は2か月児96．6％，3か月

児99．1％、「あやすと笑う」は各々98．2％、99．4％、r音

の方に首をまわす」は各々93．6％、96．8％、r指を吸う』

は各々94．0％、98．3％であった。

　r頚定あり」の乳児は2か月児22．8％、3か月児54．6

％、4か月児96．2％、5か月児99．2％であったが、2、

3か月児では「頚定±」が有意に増えていた“竃。

　「母の顔を見分ける」乳児は4か月児95．6％、5か月

児96．7％、　r玩具に手を出す』は各々82．6％窟（73．3％）

92．9％、　「玩具を手にとる」は各々8L4％”軍（65．5％）

94，夏％竃冨竃（87．7％）であった。

　「寝返り可能』の乳児は4か月児36，6％豊（25．5％）、

5か月児60．1％”（50．1％）、6か月児84．1％“・（68，5

％）7か月児93．1％踵冨（76．3％）、「足をつっぱる」は各

各92，7％、96．α％富“（89．2％）、96．0％“（9D，3％）、97

．8％蓼（94．8％）であった。

　「寝返り』に関して1959年、1969年の同部での調査ω

も含めて、経年的に達成割合を比較したものが図1であ

る。B89年値及び1970年前後値は受診時点で寝返り可能
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な割合であるのに対し、1959年値と1969年値は寝返り獲

得月齢を後方視的に母親に問診したものである。したが

って平均として約半月のずれがあるので、その分ずらし

て図示してある。

　r手を出して取る」乳児は6か月児99．3％”（95．3％）

7か月児100％、　r人見知り』は各々51，5％”一（35．8％）

59．8％富”（35．0％）であった。　r支え座り可能』な乳児

は6か月児90．0％、7か月児97．7％、r手で支えなしに

お座り可能」は6か月児54．8％、7か月児81．4％、8か

月児99．4％、9か月児99．4％であった。ただし、これら

座位に関しては、カルテ上微妙に表現が異なっていたの

で、19旬年前後の達成割含と比較はできなかった。

　「ずって這う」乳児は6か月児56．4％”囎（39．9％）、

7か月児60．8％、8か月児85．9％”（68．1％）、9か月

児84．8％竃（78．1％）、　r立たせてっかまり立ち」は各々

37，6％、62．7％、87，6％竃”（59．6％）、93．0％富富富〔76．9％）

r一人でっかまり立ちjは各々9．9％冨（4．o％）、37．2％

80．5％軍“（47．7％）、88．e％軍闘（57．4％）であった。

　r一人でっかまり立ち」に関して1959年、正969年の調

査のも含めて経年的にみた達成割合を図2に示す。

　r伝い歩き」をする乳児は8か月児47．3％、9か月児

60．8％、10か月児83．0％、Uか月児90．6％、L2か月児96

．6％寧”（89．8％）、　r一人立ち」は各々夏2．3％、34．9％

46．7％“（34，8％）、61．3％、80．9％”一（63．4％）であ

った。

　r動作を見てまねる」乳児はmか月児86．2％・1且か月

児96．8％、　r言葉を聞いて動作』は各々37．0％、93，3％

であった。

　r一人歩き」する児はmか月児M．0％、Uか月児5G．0

％、12か月児59．9％、r発語』は各々82．6％軍“（56．夏％）

83．9％、9亘．8％騨冨（69．9％）であった。

　以上述べてきた発達項目に関して、19初年前復のカル

テと同一表現であり、また受診児の対象月齢が同一であ

り、カイニ乗検定により統計上比較可能な範囲では1989

年値が有意に遅れている項目はなかった。

　3　健診同伴者の有無別の発逮比較

　1か月健診時に父親が同伴した49名中、　r一人でっか

まり立ち』可能な7か月児は26名（53．隅）であり、同伴

しなかった193名中の64名（33．2％）と比ぺ発達が早か

った”。他の発達項目に関しては、カイニ乗検定可能な

例数がある場合、父親同伴の有無と有意な関連は認めら

れなかった。

　1か月健診時に祖父母が同伴していた場含、6か月児

が「ずって這う』割含（同伴児98名中可能68名69．4％，

非同伴児237名中可能夏別名51．5％）軍軍と、mか月児が

r一人歩きする』割合（同伴児38名中可能m名26．3％，

非同伴児98名中可能9名9．3％）”は多く、皇2か月児が強

い人見知りをする割合は少なかった（同伴児鰺1名中強

い人見知りは2名1．5％、非同伴児270名中強い人見知

りは28名m．4％）麟嘱。

　4　発達の予測性

　追視しない2か月児など気になる発達を生後6か月以

前に示した乳児が、生後9～mか月時の心理相談で経過

観察となる割合は、対照群と比較して有意差が認められ

なかった。健康な乳児の場合・乳児期前半の発達がその

後の発達を必ずしも予測できない点は、前報と同様の結

果1・勿であった。

V　考察

　愛育病院は都心の住宅地にあるためか、当院出生児に

外国人の比率は高かったが、極小未熟児や低出生体重児、

ダウン症候群児の出生率は全国平均（各々，出生mOO対

5．旦入4♪、60．6人4〕、止，0入）とほぼ同じである。

　その愛育病院出生の最近の乳児の発達は、約20年前の

それと比較してやや早い傾向が認められた。この差の程

度は夏期の乳児の発達と冬期の発達3〕、東京の乳児の発

違と沖縄の乳児の発達の差5｝くらいであり、乳児期の環

境の変化による発達の差として説明可能である。乳児の

発逮を早める可能性のある因子として以下のものが考え

られる。

①冷暖房の整備や母親の意識向上などにより、薄着で過

ごす乳児が増えた。

②母子相互作用というような概念が母親にも浸透し、乳

児をより暖かく受けとめる母親が増加した。

㊨父親の育児参加がやや増加した。

④欧米式に乳児をうつぶせで育てる家庭が出現した。

　ドウーラ効果としての父親や祖父母の役割の大切さは

いろいろ指摘されている5㌧健診に父親や祖父母が同伴

するだけで良いわけではないが、同伴している場合は、

その人達の育児への参加度は高いであろう。それら乳児

を暖かく受容しやすい親達に育てられた乳児の発達はよ

り良いものになると考えられる・しかし、新生児期には

祖母による構いすぎ（例えば、新生児は少しでも泣かせ

ないようにと世話されること等）による問題点が指摘さ

れているので7〕、その点には注意したい。
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衷　月齢別発達の達成割合（1989年価）

月齢　　受診児数　　発達項目（達成割合　％）

1か月児

2か月児

3か月児

4か月児

5か月児

6か月児

7か月児

8か月児、
9か月児

mか月児

1亘か月児

12か月児

418名
671名
166名

807名　顔をじっとみつめる（97．5％）、大きな物音にびっくりする（98．7％）、哺語（90．2％）

　　　微笑（98．7％）、機嫌よくめざめている（93．3％）
　　　追棍（96・5％）音のほうに首を回す（93．6％）あやすと笑う（98．2％）指を吸う（94．0％）
　　　腹臥位で頭をもち上げる（92．2％）

　　　首すわり（96．2％）足をつっばる（92．7％）母の顔を見分ける（95．5％）話しかけると声を
　　　出す（98，2％）声を出して笑う（98．2％）授乳リズムが定まっている（92．5％）
403名　玩具に手を出す（92．9％）玩貝を手にとる（94，1％）離乳は順調である（90．0％）
425名　支え座り（90・0％）両手でガラガラを持っている（93，9％）名前を呼ぶと振り向く（98．2％）

　　　いないいないばあを喜ぶ（95．6％）
　　　寝返り（93．1％）、自分で持って食べる（SO．4％》
　　　一人でお座り（97．1％）、四つ這い（90．3％）小さいものをつまむ（94，4％）
　　　立たせてっかまり立ち（93．0％）、両手のものを打ち合わせる（94．6％）
　　　後追い（89．5％）

　　　っかまり立ち（93・7％）・伝い歩き（90・6％）・引き出しをあけて出す（90．3％）
　　　動作を見てまねる（96．8％）、言葉をきいて動作する（93．3％）
593名　ボールを転がし返す（94．6％）、パイバイをする（89．0％）、発語（9旦．8％）

372名
182名
548名
164名
32名
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